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(1) 試験施工サイト位置図 

(2) 既存井戸分解検査サイト位置図 

(3) 試験施工深井戸記録 

(4) 水質に対する対策およびハンドポンプの選定 

(5) 試験施工施設図 

(6) 試験施工井戸断面及び孔内検層 

(7) 試験施工写真集 

 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

添付資料（1） 試験施工サイト位置図 

 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付資料（2） 既存井戸分解検査サイト位置図 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料（3） 試験施工深井戸記録 







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

添付資料（4） 水質に対する対策およびハンドポンプの選定 
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添付資料-4 水質に対する対策およびハンドポンプの選定 

 
今回の基礎研究調査における試験施工サイトでの鉄分濃度及びpHの測定結果は、図－２（次頁）

に示すとおりである。 

 

1） 鉄分について 

鉄分について測定値が、１mg/l以上であったものは、MA-41(2)とMW-52の2サイトのみである。

しかし、昨年 11 月に行った既存井の調査では、高濃度の鉄分が分布している。この結果は、試験

施工の掘さく孔が偶然にも鉄分の少ない帯水層にあったとも考えられるが、何らかの理由で本来の

鉄分の量が測定できなかった可能性もある。一部の試験施工では、地下水に含まれた鉄分は井

戸仕上げ直後に採水したため、井戸洗浄の高圧空気でエアーレーションされ酸化鉄に変化してし

まい、溶存している鉄分が減ってしまった可能性もある。 

また、他国のプロジェクトでは、年間を通して鉄分のモニタリングをしたところ、数 mg/l のオーダ

ーで変化した記録もある。したがって、鉄分について、現在得られている現場の簡易測定値から判

断するのは時期尚早である。 本地域の水理地質特性を考えれば、除鉄装置設置も検討しておく

べきである。 

 

試験施工サイトにおいて、ハンドポンプを設置し給水を開始するころになってから、高濃度の鉄

分が含まれていることが判明する可能性もある。また、揚水量は採用値に達しているのに鉄分が高

い場合は、本研究で簡便な除鉄装置を設置し、住民組織での維持管理状況など、今後の計画に

有用なデータを得る。 

 

2） 低pHについて 

pH の測定結果は、図－２に示す通りである。 14 の掘さく孔で pH の値は 6 を下回っている。pH

は、現場にて pH 計で測定しているが、この地域にでは低 pH の地下水が多く、一般的にその原因

は遊離炭酸で時間とともに発散し、pH の値も上昇すると考えられているため、pH 値は採水した直

後に測定するようにしている。 

WHO 飲料水水質ガイドラインにおいて、WHO は pH にガイドライン値を設けていない。この項の

記載によれば、「普通 pH は水の消費者に直接影響を与えないが、最も重要な管理上の水質項目

の１つである。pH 制御への十分な注意は、満足のいく水の浄化と消毒を可能にするために、すべ

ての水処理段階において必要である。塩素での効率的な消毒のためには、pH はできれば 8 以下

にしたほうがよい。」 しかし、これは浄水処理をする場合についての考慮であり、直接飲料とする

本件での影響はない。また、pH は直接健康への影響についての記載は、「pH11 以上で目や皮膚

への炎症、pH2.5 以下で上皮の損傷が起こる。」とある。 本試験施工では、pH の値が 5 を下回っ

てはいない。したがって、pH の値については、現地の給水事情を考慮して、実施機関・D-WASHE

及び地元住民と協議し、各自の合意を得た上で、当該井戸を水源として採用する。 
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3) ハンドポンプの選定 

コンクリート・エプロンの建設、ハンドポンプの設置は、現地再委託にて実施する｡ 地方自治・住

宅省（MLGH）が進める「国家地方給水・衛生プログラム（2006-2015）」では、群レベルでスペアパ

ーツを一括管理することを計画しており、本計画ではMLGHが進めるスペアパーツ管理手法の確

認を行い、MLGHの計画を踏まえ、以前よりザンビア国政府が進めるハンドポンプの標準化の候補

より仕様の検討を行なった。なお、試験施工井の地下水のpHは5～6程度で酸性を示しサイトが約

半数確認されたため、これらのポンプの水に接触するポンプ部材については耐酸性の素材を使用

した。 

以下に、ハンドポンプ選定で本基礎研究における有力候補となった 2 例を示す。 

 

南部州給水計画（我が国一般無償資金協力）  

 

India Mark II 

旱魃地域給水計画（我が国一般無償資金協力）  

 

Afridev 

India Mark II 

 製造パテントなし 

 UNICEF プロジェクトで

よく使われる。ザンビア

国内で最も普及してお

り、スペアパーツの流通

も良好である。   

 

・ 価格  中 

・ 揚程  中 

・ 水量  中 

・ メンテ 中 

・揚水管  亜鉛ﾒｯｷ鋼管 

Afridev 

  製造パテントなし 

  世界銀行プロジェクトで

よく使われる。 
 

 

 

・価格 中 

・揚程 中 

・水量 中 

・メンテ 易 

・揚水管 PVC 

 

 

 Afridev（写真右上）は、揚水管が PVC 製で軽量であるた

め、メンテナンスしやすく耐酸性でもある。この点から旱魃

地域給水計画では、採用ハンドポンプとして選定された。 

しかし、軽量である反面、接続部を接着剤で接続するため、

一度接着すると取扱が難くなる。また、プランジャー部もプ

ラスチック部分が多く、帯水層が砂層であると微量の砂で

も摩耗しやすいことも考慮しなければならない。  

加えて、メーカーにもよるが実績として、耐久力にばらつき

がある。また、PVC 製であるため、酸性の水には強い

が、揚水管やロッドの接続には、ある程度の技能が必

要である。 

Afridev ポンプの揚水管（PVC）を修理している様子
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これに対し、India Mark II は「ザ」国で最も普及しており、利用者も扱いに慣れており、日本をはじ

め多くのドナーが採用している。現地状況確認調査の報告では、pH5～6 程度の酸性を示す水で

あるというが、India Mark II の亜鉛メッキ鋼管でも対応できるかどうか、詳細な仕様やメーカーへの

問い合わせを行うといった検討も必要である。この他に、India Mark II 用にステンレス製の揚水管を

製造しているメーカーもある。本件ではコスト縮減がプロジェクト目的の一つであることから、高価な

ステンレス製の採用は妥当性の検討の必要があるが、先方実施機関はステンレス製を望んでいる。

このような情報を踏まえ、サイトの自然条件とスペアパーツの流通状況の調査結果から、採用する

ハンドポンプを選定する。また、本研究で複数の仕様の異なるハンドポンプを据え付け、使用状況

を比較しながらモニターすることも一案である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料（5） 試験施工施設図 

















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料（6） 試験施工井戸断面及び孔内検層 
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